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の体験に及ぼす効果を検討し、対象の注意力に適合し

た課題を与えることで主観的な痛みを軽減できるとし

ている。子どもの注意の対象とは、認知機能に連動し

ている。つまり、子どもの発達に合わせた玩具を選択

することにより、ディストラクションの効果を最大限

に発揮できるといえる。また、玩具をコミュニケーショ

ンの媒介として使用することで、子どもとの関係性の

構築を助け、医師による診察を容易にするという点で

も玩具は小児科外来に欠かせない設備といえる。

　幼い子どもたちは、免疫系の発達が未熟であり、感

染しやすく、症状がほとんど出ていないままに体内に

病原菌を潜ませ周囲に伝播する可能性がある。小児科
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要　旨

目的：外来の玩具や絵本における細菌数や MRSA の分布および実態を明らかにする。

方法：病院小児科外来の待合室、診察室および処置室に設置された玩具 10 個と絵本 6 冊の汚

染状況を調査した。

結果：玩具と絵本の細菌および MRSA の検出率は以下であった。細菌に汚染された玩具は片

手で持てるものが 66.7％、片手で持てないものが 0.0％、絵本が 83.3％であり、MRSA に汚染

された玩具は片手で持てるものが 11.1％、片手で持てないものが 0.0％、絵本が 50.0％であっ

た。絵本では、6 冊のうち 1 冊からは細菌および MRSA は検出されなかったが、細菌が検出

された部位の比較では、見開き部分が 62.5％であり、MRSA も見開き部分からが 75.0% であり、

多くが見開き部分から検出された。

結論：今後、A 病院小児科外来における業務環境を踏まえ、管理方法を検討していく必要がある。

絵本に関しては、消毒液を使用した管理は困難であるため、絵本の直接的な消毒というよりも、

使用前後での患者自身の手指の消毒の励行等による対策が必要であると考える。
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Ⅰ．はじめに

　小児科外来では採血等の痛みを伴う処置や医療者の

存在など、子どもにとってさまざまな脅威が存在する。

幼児期の子どもは母親から離れること、見慣れない人・

物・場所に恐怖を感じる。学童期の子どもはそれまで

の経験から処置道具から痛みを想起し、恐怖を感じる。

そのような脅威を和らげる手段としての玩具の果たす

役割は大きい。松岡ら１）は注意の限界容量モデルと反

応予期仮説の観点からディストラクションのもつ痛み

＊ 順天堂大学保健看護学部

＊ Juntendo University Faculty of Health Sciences and Nursing
　 (Nov. 13, 2015　原稿受付）（Jan. 22, 2016　原稿受領）



順天堂大学保健看護学部　順天堂保健看護研究　第４巻（2016） 31

外来、病棟のように子どもが多く集まる場所ではその

確率はさらに高まる２）。子どもの行動的特徴を踏まえ

ると、子どものみでは正しい衛生管理が困難である、

手や玩具等を頻繁に口に運ぶ、流涎が多いというよう

に、直接、もしくは遊びを介して感染を広げる機会は

成人に比べて格段に多い。実際、小児用玩具を媒介と

する院内感染の報告もされている３) 4 ）。

　小児科外来における玩具の消毒に関して、プラス

チック等の消毒可能な玩具に関しては 1 時間の漂白

消毒により 1 週間細菌の繁殖が抑えられたとする報

告５）や、週に一回程度の 80％アルコールによる清拭

が MRSA, MSSA に対して効果的があるとする報告６）

等、様々な方法が提案されているが、受診患者状況や

玩具使用状況、他の業務との兼ね合いの中で感染リス

クと効果を考慮した上で各施設に適した形での感染対

策を行う必要がある。

　そこで今回、A 病院小児科外来における効果的な

感染対策の検討に向け、小児科外来の玩具や絵本に

おける細菌数や MRSA の分布および実態を明らかに

するために、細菌学的汚染調査を実施し一般細菌と

MRSA の検出を試みた。

Ⅱ．材料および方法

１．施設概要

　A 病院内に設置された小児科外来で実施し、施設

には土足で入る構造となっている。診察室２部屋と隔

離室１部屋、処置室で構成され、看護師は診察室と処

置室に各１名配置されている。待合室にはソファが設

置されており、常時 10 ～ 20 組程度の患児・家族が

待ち合わせている。明らかな感染症が疑われる場合は、

来院した段階で隔離室に案内している。受診状況は 1

日約 50 ～ 70 名程度である。玩具は基本的に診察室に、

絵本は待合室に設置されており、玩具の消毒は何らか

の感染症が診断された者、および疑いがある者が診察

を受けた後にアルコール消毒を行っている。設置して

いる玩具はプラスチックもしくはゴム製のものに限定

され、絵本はすべて紙製である。

　玩具の属性は、片手で持てるものは握る、もしくは

ボタンを押すと音が鳴り、主に子どもに持たせたり、

看護師が使用し子どもの注意をひくという使用方法が

主である。片手で持ち上げられない玩具は、数か所の

ボタンを押す、引っ張る、回すといったようなアクショ

ンを起こすと反応を示すタイプのおもちゃであり、子

どもの手の届く位置に設置し、子どもに直接体感させ

る、という使用方法が主である。主に発達評価の指標、

ディストラクションツールとして使用している。

　玩具の主な管理者は看護師である。絵本は待合室に

幼児から学童前期を対象としたものが雑誌も含め 100

冊程度設置し、子どもが自由に使用できる状況である。

２．調査期間

2014 年 9 月 3 日～ 10 日

３．調査対象

　A 病院小児科外来の待合室、診察室と処置室に設置

された玩具および絵本

　１）玩具

　　対象数は片手で持てる玩具 8 個、片手で持てな

　い玩具 2 個の計 10 個。採取箇所は 1 ～ 2 か所であ

　り、ギミックを持つもの（図 1）と持ち手部分とア

　クション部分が異なるもの（図 2）は 2 か所とした。

　尚、図中の数字部分が採取場所である。

　２）絵本

　　対象数は 6 冊。採取箇所は多くの接触機会を考

　え見開き部および背表紙部の 2 か所とした。

４．調査方法

　検体採取開始日の 1 週間前に外来診察終了後にあ

らかじめ消毒用アルコール綿を用いて玩具と絵本表面

を消毒し、滅菌ガーゼで拭き取り、無菌検査を行って
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から実験を開始した。調査は患児や保護者に与える心

理的影響を考慮して別室にて実施し、片手で持てる玩

具 9 か所、片手で持てない玩具 3 か所、絵本は見開

き部および背表紙部が各々 6 か所の計 12 カ所から採

取した。玩具と絵本からの検体採取は総菌数用として

標準寒天クリーンスタンプ培地「ニッスイ」および

MRSA 用としてクリーンスタンプ「ニッスイ」MSO

寒天培地を用いた。

５．総菌数の計数、MRSA の同定

　検体採取後のクリーンスタンプ培地は 35℃、24 ～

48 時間好気的に培養し、肉眼でコロニー数を確認で

きる状態になった時点で標準寒天フードスタンプ培地

上に増殖した集落の計数を行った。また MSO 寒天培

地上の集落が黄変し、白濁・真珠様光沢があるものを

MRSA と同定した。

６．倫理的配慮

　本研究は、施設責任者に説明文書にて説明後、同意

を得た上で行った。

Ⅲ．結　果

　玩具および絵本から検出された一般細菌および

MRSA の汚染状況を表 1 に示した。

1．玩具や絵本から検出された一般細菌

　玩具では、片手で持てる玩具のみ 6 か所（66.6％：

6/9）から検出され、片手で持てない玩具からは検出

されなかった。玩具は、10 個のうち 8 個が片手で持

てる玩具であり、そのうちの 1 個が持ち手部分とア

クション部分が異なるものであったが、アクション部

分のみから検出された。また、絵本では、見開き部の

5 か所（83.3％：5/6）、背表紙部の 3 か所（50％：

3/6）から検出された。

2．玩具や絵本から検出された MRSA

　玩具では、片手で持てる玩具のみ 1 か所（11.1％：

1/9）から検出され、片手で持てない玩具からは検出

されなかった。検出された玩具は、持ち手部分とアク

ション部分が異なるものであり、アクション部分か

ら検出された。また、絵本では、見開き部の 3 か所

（50％：3/6）、背表紙部の 1 か所（16.6％：1/6）か

ら検出された。玩具と絵本から MRSA が検出された。

Ⅳ．考　察

　今回対象としたそれぞれの玩具および絵本の使用状

況は今回の調査では明らかになっておらず、細菌汚染

のなかった玩具および絵本も、単に患児や看護師が触

れる機会がなかったという可能性も否定できない。し

図２ 持ち手とアクション部の異なる玩具図１ ギミックを持つ玩具
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かしながら、今回調査した玩具や絵本から MRSA が

検出されており、現在小児外来で実施されている接触

頻度の高い一部の玩具や絵本を中心に消毒を行うとい

う方法では適切な消毒が実施できているとはいい難い

現状が明らかとなった。

　玩具は小児科外来において、子どもの診察や処置の

際に椅子や処置台に座位もしくは臥位で使用すること

が主である。そのため、片手で持ちあげられる玩具の

使用頻度が高く、汚染される危険が高まったのではな

いかと考えられる。玩具の消毒方法に関して小林６）は、

小児科医院および病児保育施設において、小児の手指

接触環境と玩具の細菌・真菌及び MRSA の検出割合

と菌数を調査し、その上で 80％アルコール清拭の効

果を検証し、1 週間に 1 回以上の 80％アルコール清

拭の有効性を示している。今回、無菌検査を行った時

点で 1 度アルコール綿による清拭を行ったにも関わ

らず、一般細菌および MRSA の検出を認めた。この

ことは、A 病院小児科外来においては、1 週間に 1 回

のアルコール清拭では感染対策が不十分であることが

示唆された。A 病院小児科外来では、玩具の主な管理

者である看護師は診察室（3 部屋）と処置室を 2 名で

担当しており、外来の受診状況は 1 日約 50 ～ 70 名

程度という状況からは、子どもが診察を受ける度に消

毒を実施することは困難である。そのため、看護師に

よるアルコール清拭はもちろんであるが、玩具を使用

する前の手指衛生や使用した後のアルコール清拭の励

行を患児あるいは保護者などに協力を求めるような掲

示を行い、玩具の設置場所にアルコール綿や噴霧器を

配置しておくなどの対策の検討が必要である。

　絵本では、6 冊のうち 1 冊からは一般細菌および

MRSA は検出されなかった。しかしながら、見開き部

分からの一般細菌の検出率は 83.3％であり、MRSA

も 50％が確認された。見開き部分の汚染状況が顕著

であったのは子どもが絵本を読む際に常に触れている

場所であるためであると考えられる。この状況から

は、絵本を読んだ子どもの多くは MRSA 伝達の媒介

となっていることが推察される。絵本の特性として、

紙媒体であること、保管数が多数であることから消毒

液を使用した管理は困難であるため、ビニールカバー

で絵本を覆う、設置する絵本の種類と冊数を減らすと

いった消毒しやすい環境を検討することも必要である。

　院内感染防止対策を実施するためには、現実的な調

査結果を提示するとともに、その結果に対する改善策

を検討することが最も重要であると考える。また、今

回の調査では玩具および絵本の調査のみの実施であっ

たため、より詳細な感染源・感染経路の解析を行うこ

とが今後の課題である。
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